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[ 研究概要 ]
の中ᮇኚ動ࡑἢᓊᇦのᾏὒ⎔ቃࠉ 㺂ᾏᇦの生≀ከᵝ性㛵ࢆ✲◊ࡿࡍ中心行࡚ࡗ ࡲᣳἈ合ᇦ㝣ᇦࡣἢᓊᇦࠋࡍࡲ࠸
࡞ᆅ⌫つ模࡛の中・㛗ᮇⓗࡣࡽ᪉、Ἀ合ᇦ୍ࡿࢀࡉ㈇Ⲵࡀ㝣㉳※≀㉁やே㛫ά動⏤᮶のᏛ≀㉁࡞ࠎᵝࡣࡽ㝣ᇦ、ࢀ
ኚ動ࡿࡼ≀㉁㍺㏦のᙳ㡪ࡇࡑࠋࡍࡲ࠸࡚ࡅཷࢆ分ᕸࡿࡍ生≀の✀㢮や㔞ࡣἈ合ᇦや῝ᾏᇦࡽࡃከᵝࡘᴟめ࡚㧗ࡃ、
ࡗ࡚⎔ᆅ⌫の≀㉁ᚠࡎࡽ࡞ࡳἢᓊ⎔ቃのࡣのά動ࡑ のἢᓊᇦ࡛ࡎࡣࡿࡅཷࢆ※㈨࡞ࡁࡶ᭱ࡀே㢮、ࡋࡋࠋࡍ重せ࡛ࡶ
、₻㟷࠺కࢀࡑ㢮のⓎ生、㈋㓟⣲・↓㓟⣲ࢤラࢡ、᭷ᐖ⸴㢮のⓎ生࠺కᐩᰤ㣴ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡅ⥆ࡋⓎ生ࡀၥ㢟࡞ࠎᵝࡣ
㏆ᖺ࡛ࡣᐩᰤ㣴క࠺ᾏὒởᰁの┬ࡀ㏫ຠᯝࡗ࡚࡞ ἢᓊの㈋ᰤ㣴の㐍行や、ᾏὒࣉラࢳࢫッ࡞ࢡの῝้࡞ၥ㢟ࡶ㢧
ᅾ࡚ࡋ のᾏὒ⎔ቃ࡛ࡲᅾ⌧ࡽሙᾏᇦの㐣ཤ⌧、ࡀࡍᚲせ࡛ࡀಶูの対策ࢀࡒࢀࡑࡣたၥ㢟のඞ服ࡋ࠺ࡇࠋࡍࡲ࠸࡚ࡁ
のኚ㑄やࢀࡑక࠺生≀⩌㞟のᛂ⟅の解析ࡀษ࡛ࠋࡍ◊✲ᐊ࡛ࡣἢᓊᇦἈ合ᇦの≀⌮Ꮫⓗ≉性のኚ㑄ࡽฟ⌧✀の
✵㛫分ᕸや生≀㔞等ࢆㄪᰝ・解析ࡋ、࡞ᾏὒ生ែ⣔の⟶⌮・ಖࡿࡀ⧄ᇶ♏ⓗ▱ぢの㞟✚ࢆ┠ᣦ࡚ࡋ ࠋࡍࡲ࠸

[アドバンテージ]
　ἢᓊ研究は本学大学㝔環境情報研究㝔の附属施設で䛒る臨海環

境センターを中心に行っています。 臨海環境センターは神奈川県西

部の┿㭯町に䛒り、 30ྡ （ඣ❺は50ྡ） がᐟἩ研修できる施設と16

ྡが船できる実習調査船 「た䛱䜀な」 を有しています。 この施設

と船舶を利用した定期調査はすでに20年௨上にわたって行われてお

り、 海洋環境の中期変動や台㢼を含む␗ᖖ気象の観測やἢᓊᇦ環

境への人的影響の負荷等についての調査研究に関しては㎿㏿な対

応が可能です。 近年では水産教育研究機構や海洋研究開発機構

（JAMSTEC） などとの連ᦠ ・ 共同研究も展開しています。

[事例紹介]
　現ᅾ重点的に行っている研究は、 1）ἢᓊᇦの栄㣴塩環境の変㑄と

予測に関する研究　2） ἢᓊᇦの光環境の変化と植物プランクトンの応

答に関する研究　3）ἢᓊᇦに及ぼす㝣ᇦ起※物質の負荷に関する研

究などです。 1）や 3）は海ᇦの生産を評価する上で重要で䛒るとともに、

ἢᓊ環境への人的影響を判断する上からも水温や塩分などの物理量の

変動とからめた連⥆観測がᚲ要で、⥅⥆した観測を行っています。 また、

これらの変動に海ᇦの生物がどの様に応答しているのかを評価するた

め、 海ᇦに出現する動植物プランクトンの多様性や生物量の測定、 植

物プランクトンの光環境への応答特性の解析なども進めています。

■ 相談に応じられるテーマ
海洋環境のモニタリング， 海洋観測機器の開発， 海洋プランクトン ・
無⬨᳝動物の分類 ・ 同定， 海洋教育

■ 主な所属学会
日本海洋学会， 日本プランクトン学会， 日本動物分類学会
The Crustacean Society （USA）

■ 主な論文
7sXchi\D ., 9. 6. .XZDhDrD, 7. 0.<oshiNi, 5. 1DNDMiPD, 6. 6hiPodH, 
7..iNXchi DQd 7.7odD 2017 5HspoQsH oI ph\topODQNtoQ DQd 
HQhDQcHd EiogHochHPicDO DctiYit\ to DQ Hpisodic t\phooQ HYHQt 
iQ thH coDstDO ZDtHrs oI -DpDQ. Estuarine,  Coastal and Shelf 
Science 194: 30-39.
.XZDhDrD,9. 6., 6. 1o]DNi, -. 1DNDQo, 7. 7odD, 7. .iNXchi DQd 
6. 7DgXchi 201�. 1�-\HDr YDriDEiOit\ oI XOtHrDYioOHt rDdiDtioQ 
pHQHtrDtioQ iQ thH  Pid-ODtitXdH coDstDO ZDtHrs oI thH ZHstHrQ 
EoXQdDr\ 3Dci㸚c. Estuarine,  Coastal and Shelf Science 160: 1-9.
7sXchi\D, .., 9. 6. .XZDhDrD, 7. <oshiNi, 5. 1DNDMiPD, 
+. 0i\DgXchi, 1. .XPHNDZD, 7. .iNXchi DQd 7. 7odD, 2014  

3h\topODQNtoQ coPPXQit\ rHspoQsH DQd sXccHssioQ iQ rHODtioQ 
to t\phooQ pDssDgHs iQ thH coDstDO ZDtHrs oI -DpDQ -ournal of 
Plankton Research 36�2�: 424-43�
+XsDQD, '. +. DQd 7. .iNXchi, 2013 &oQcHDOHd HQYiroQPHQtDO 
thrHDt iQ thH coDstDO rHgioQ rHTXirHs pHrsistHQt DttHQtioQ: 
7hH 3DQgODo ,sODQd, 3hiOippiQHs ([sDPpOH. Journal of 
Environmental Protection 2013�4�: 1149-11�6.
7sXchi\D, .., 7. <oshiNi, 5. 1DNDMiPD, +. 0i\DgXchi, 9.6..XZDhDrD, 
6. 7DgXchi, 7. .iNXchi DQd 7. 7odD 2013. 7\phooQ-driYHQ 
YDriDtioQs iQ priPDr\ prodXctioQ DQd ph\topODQNtoQ DssHPEODgHs 
iQ 6DgDPi %D\, -DpDQ: $ cDsH stXd\ oI t\phooQ 0DZDr �70�11�. 
Plankton and B enthos Research � �2�: 74-�7.

■ 主な著書
「海を学ぼう　身近な実験と観察」 2003　東北大学出版会 （分担ᇳ➹）
「生物学辞典」 2010　東京化学同人 （分担ᇳ➹）
「海はめ䛠る」 2012　日本海洋学会編 （分担ᇳ➹）
「地ᇦと人びとをささえる㈨料　古文書からプランクトンまで」 2016 
ຮㄔ出版 （分担ᇳ➹）
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